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A.研究に関する現状
当神経内科での研究は，実際の臨床から発した諸問題
に対し各方面からアプローチする形をとっている。これ
は神経内科学のもつ性格にも由来する。以下各研究テ}
マごとに簡潔に説明を加える(括孤内は分担者，責任者
などを示す)C順不同〕。 
(1)筋萎縮性側索硬化症の生検肝の微細構造病変(中
村，他):本症では肝の微細構造に変化のあることを，
既に平山らが報告しているが，本研究はその延長上のも
のとして検索がすすめられている。 
(2)若年性ー側上肢筋萎縮症の病態(中野，小島，
他):本症は平山らにより初めて記載された疾患である
が，その病態究明は一つの課題となっており，種々のア
プローチが試みられている。これとの関連で動物の慢性
神経原性筋萎縮における神経再支配の病態について検討
がなされている。 
(3)小脳・錐体外路変性疾患の臨床病理(赤井， 間
野，当間，山田):新しい caseの検索によって，本症
の未整理の分野に対する検討が行なわれつつあり，その
ための疫学的調査の準備もすすめられている。一方，こ
れらと平行して小脳症状，錐体外路症状に対する生理学
的機序も研究されつつある。 
(4)重症筋無力症の治療(伊藤):我が国で殆んど検
討されなかったステロイドと胸腺摘除術との併用療法が
(肺外科の協力を得て)良い成績をあげており，諸方面
から検討が加えられている。 
(5)模倣性向側性連合運動の臨床と病態(山田):こ
の種の異常運動についての研究は乏しかったが， CTス
キャンの発達により病変との対比が可能となり，病態、生
理学的機構に対する検討が行なわれている。 
(6)各種神経疾患における排尿障害(服部):機器の
発達により(泌尿器科の協力を得て)排尿障害の様式を
客観的に捉えられ，種々の神経疾患における排尿障害の
パターン及びその機序が判明しつつあり，それに則った
治療法の実施と検討が行なわれている。 
(7) 自律神経系疾患並びに症状の病態(北，他) : 
Acute pandysautonomia，Shy-Drager症候群などの自
律神経系を侵す神経疾患や， 自律神経症状について，
症候，薬理，病理，生理の諸方面から検索が行なわれつ
平山 恵造
つある。 
(8)高次脳機能障害(河村，小島，他):高次脳機能
の障害の中でも，従来あまり多く注目されてなかった脳
の特殊な局在d性病変について，離断症候群の説も混え， 
CTスキャン，一部は(放医研の協力を得て)positron 
CTと対比しつつ検討が加えられている。 
(9)進行性筋ジストロフィー症における心機能(檎
山，他):本症では心筋も障害されるが， 病期と心機能
障害との相関が(下志津療養所，千葉市立病院との協力
により)検討されている。 
(10)微小神経電図法 microneurographyによるヒト
末梢神経機能とその病態(間野):微小電極により直接
ヒトの末梢神経から導出した神経発射活動を同定し，末
梢及び中枢神経機能を直接，間接に把握することにより
感覚系，運動系，自律神経系の機能と病態を解明するも
のである。 
B.教育に関する現状 
(1)卒前教育:講義も実習もすべて実例に則した実践
的教育を旨としている。講義は総論(診断学)の段階か
ら実際の患者或いは16mm映画， VTRを供覧し，確実
な認識，理解に努めている。各論は臨床講義を兼ねる形
をとりプラクチカントには予め病棟で十分な時間をかけ
て患者を診察せしめ，当日患者を供覧しながらその要点
を発表するなどの工夫が払われている。
実習は 3年生のポリクリも病棟実習とし，学生に患者
を割当て，特別に作られた学生実習用病歴を用い，自己
の診察結果を記入せしめ，実習の最後に指導者がそれを
チェック，講評する。
以上の講義，実習により，卒業の時点では神経内科患
者の診察について，本学学生は他大学卒業者に較べて明
らかに力量を備えている。 
(2)卒後教育:卒業後 4年を経ると日本神経学会認定
医試験の受験資格を生ずるので，カリキュラムも一応そ
れに沿う形をとっている。即ち，研修医の 1年聞を内科
一般の研修に当て，他の 1年間を含む 3年間を神経内科
病棟医として訓練をうける。実際は教授回診を中心とし
て，上級指導者(病棟主任，病棟指導医，他)による毎
日の病棟回診指導と毎週の症例検討会(小児神経学も含
む)を通じて，神経学的診察技能，諸検査法，治療法を
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修得すると共に，深い検討力，洞察力を泊養するよう指 に隔週に行なわれている。その内容は神経解剖，神経病
導体制がしかれている。 理，神経生理，神経免疫，神経放射線等々があり 2年間
他方，一連の卒後教育講義が知識の増進と整理のため で一巡する。
